
工法名： 高層建築物の外装改修に最適な自動昇降式足場 No. 2018-仮設-02

■工法概要 ■特徴・適用条件・注意事項 等

■写真・イメージ・図面

■検索用分類 

仮設 繰り返し作業 Q 鳶工

基礎 工程数削減 C 土工

躯体（RC） 標準化・モジュール化 D 鉄筋工

躯体（S） 省人化 S 型枠工

外装 IT化・高効率化 E 左官工

内装 工場製品化・PCa化 鍛冶工

外構 ユニット化 金属工

設備 機械化 内装工

IT化 多能工化・共業化 電工

特殊構工法 VE・設計変更 配管工

2018.04.01

Phase0（営業）

Phase1（企画）

Phase2（基本設計）

Phase3（実施設計）

Phase4（施工準備）

Phase5(施工）

メーカー等 スカンクライマー社、ガデリウス社、サルテック社等

備　考 ―

検討時期 部位・種別 着眼点 効果 職種

特　許 なし

建物等に、壁つなぎで固定したマストと、それに沿って、動力によって昇降す
るステージ（作業床）で構成された足場。
建物形状に合わせて、端部がＬ字になったステージや、半円状のステージも
ある。さらには、マスト1本で昇降させるものや、同一マストに2台のステージを
上下に配置したものもある。近年は、集合住宅の外壁改修工事や煙突の補
修・塗装工事に使用される機会が増えている。

適用条件

昭和43年8月付け基発第541号により「足場」として取り扱うこととされている。
したがって設置高さが10m以上かつ60日以上設置する場合、労働安全衛生規
則第87条、第88条に定められる届出が必要となる。
外観・構造は、ロングスパン工事用エレベータに似ているが、人または荷の運
搬を目的とするものではないことから、昇降足場から建物へ乗り移ることや、
昇降足場から荷を建物側へ配るは禁止されている。

特　徴
・

効　果
・

メリット

【品質】
・枠組み足場と比較し、足場架設中に建物内部への採光を確保できる。
・壁つなぎ箇所数が少ないのであと施工アンカー打設。

【工期】
・高層の場合、枠組み足場に比べ架設が早い。

【安全】
・台風時に風の影響を受けにくい。

移動昇降式足場の構成 

外壁改修工事での使用例 
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